


今明かされる、フェラーリ創始者の
知られざる情熱と狂気、そして激動の 1年。
1957年、夏。イタリアの自動車メーカー、フェラーリの創始者エンツォ・フェラーリは激動の渦中

にいた。業績不振で会社経営は危機に瀕し、 1 年前の息子ディーノの死により妻ラウラとの夫

婦関係は破綻。その一方で、愛するパートナー、リナ・ラルディとの間に生まれた息子ピエロを認

知することは叶わない。再起を誓ったエンツォは、イタリア全土1000マイルを走るロードレース

“ミッレミリア’'にすぺてを賭けて挑む 。

巨匠マイケル・マンX主演アダム・ドライバー

圧倒的熱量て描く驚異の超大作
“現代最高の映画監督の一人’'と讃えられる巨匠マイケル・マンが、構想30年を経て8年振りにメガホ

ンをとった渾身の映画「フェラーリ」。主人公エンツォ・フェラーリを陰影深く演じたのは今最も信頼の厚

い演技派アダム・ドライバー。ペネロペ・クルス演じるラウラとシャイリーン・ウッドリー演じるリナとの複

雑な男女関係の機微が、ドラマの大きな見どころとなっている。さらにマイケル・マン監督の下にはオス

カー常連の精鋭スタッフが結集。疾走するレーサーの表情から雄大に広がる景観までをダイナミック

に捉えた撮影、迫力と臨場感あふれる音響設計で、観る者を圧倒するレース・シーンを完成させた。
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